
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 題材の目標 

（１） 家庭内事故の防ぎ方など家族の安全を考えた住空間の整え方について理解する。 

（２）家族の安全を考えた住空間の整え方について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を

評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付ける。 

（３）家族や地域の人々と協働し、よりよい生活の実現に向けて、安全な住まい方について、課題の解決に主

体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、生活を工夫し創造し実践しようとする。 

 

２ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 家庭内事故の防ぎ方など家族の

安全を考えた住空間の整え方に

ついて理解している。 

家族の安全を考えた住空間の整え

方について問題を見いだして課題

を設定し、解決策を構想し、実践を

評価・改善し、考察したことを論理

的に表現するなどして課題を解決

する力を身に付けている。  

家族や地域の人々と協働し、よりよ

い生活の実現に向けて、安全な住

まい方について、課題の解決に主

体的に取り組んだり、振り返って改

善したりして、生活を工夫し創造

し、実践しようとしている。 

 

３ 学習活動に即した題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①家庭内事故の防ぎ方など家

族の安全を考えた住空間の

整え方について理解してい

る。 

①家族の安全を考えた住空間の整

え方について問題を見いだして課

題を設定している。 

②家族の安全を考えた住空間の整

え方について計画を考え、工夫し

ている。 

③家族の安全を考えた住空間の整

え方について、実践を評価したり

改善したりしている。 

④家族の安全を考えた住空間の整

え方についての課題解決に向けた

一連の活動について、考察したこ

とを論理的に表現している。 

①安全な住まい方について、課題

の解決に主体的に取り組もうと

している。 

②安全な住まい方について、課題

解決に向けた一連の活動を振り

返って改善しようとしている。 

③安全な住まい方について工夫し

創造し、実践しようとしている。 

 

 

 

 

中学校家庭分野事例１  個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて 

題材名「災害への備え」 

第 1 学年 B 衣食住の生活（住生活） 

 

♦本実践の概要 

  自分や家族の住空間に関心をもち、より安全で安心できる住空間について理解を深め、課題の解決に向けて

試行錯誤をしながら取り組むことにより、健康・快適・安全な住生活を創造することができるようになってほしいと

願い、本実践に取り組んだ。  



 

 

４ 題材について 

本題材は、「B 衣食住の生活」の（6）「住居の機能と安全な住まい方」の学習の中で、特に家族の安全

を考えた住空間の整え方に関する知識及び技能を身に付け、これからの生活を展望し、住生活の課題を解

決する力を養い、住生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を育成することをねらいとしている。小学校

の家庭科で、住まいは雨や風、暑さや寒さなどの厳しい環境条件等から人々を守る働きがあるということを

学んできている。しかし、家の中だから安全とは言い切れない現状があり、子供の死亡原因として「家庭内の

不慮の事故」が上位に挙げられている。高齢者にとっても住まいの中で思いがけない事故が起こる可能性

は高い。また、阪神・淡路大震災による死者のほとんどは、就寝中に家屋や家具が倒れたことによる窒息や

圧死であったと言われている。現中学１年生は、東日本大震災の時にまだ 1 歳～2 歳だったこともあり、震災

のことを覚えていないという生徒が大半である。本題材では、１人１台端末で自分の家の危険箇所と対策し

ている箇所を写真で撮り、友達と共有して学び合う活動を通して、自分の住まいに必要な対策について考え

を深めていく。自然災害への備えや災害後の二次災害への対策を学び、家族の一員として協力・協働しな

がら、家族が健康で快適に暮らすことができる安全な住空間について考えることができるようになることを目

指したい。 

 

５ 指導と評価の計画  （・は指導に生かす評価、○は記録に残す評価を表す） 

 

ねらい・学習活動（抜粋） 

評価規準（評価方法） 
・指導に生かす評価 ○記録に残す評価 

知識・技能 
思考・判断・ 
表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 
私たちの生活の中で起きている自然災害の現状について

学び、特に住まいの地震対策について理解する。 

・知① 

(行動観察) 

(ワークシート) 

 

 
 

２ 

本
時 

自然災害に備えるために、自分の住空間の課題を見つけ、

解決方法を考えることができる。  

 

・○思① 
(・行動観察) 
(〇スライド) 
○思② 
(レポート) 

○主① 
(レポート) 
(ポートフォリオ) 

３ 

自分の住空間の防災対策に関する課題の解決に向けて実

践した結果をまとめる。 
 

○思④ 
(レポート) 

 
○主② 
(レポート) 
(ポートフォリオ) 
 

４ 

それぞれの実践について発表し合い、互いにアドバイスをし

合う中で、自分の実践を振り返り改善する。その結果をどの

ように生かしていくか考える。 

○知① 

(ペーパーテスト) 

○思③ 

(レポート) 

 

○主③ 

(レポート) 

(ポートフォリオ) 

 

 

６ 本時の授業（第２時） 

（１）本時の目標 

・家族の安全を考えた住空間の整え方について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想することがで

  きる。 

 ・よりよい生活の実現に向けて、安全な住まい方について、課題の解決に主体的に取り組もうとする。 

（２） 本時の評価規準  

・家族の安全を考えた住空間の整え方について問題を見いだして課題を設定している。【思考・判断・表現①】 

・家族の安全を考えた住空間の整え方について計画を考え、工夫している。【思考・判断・表現②】 

・安全な住まい方について、課題の解決に主体的に取り組もうとしている。【主体的に学習に取り組む態度①】 

 



 

 

（３） 本時の実際 

過程 主な学習活動と生徒の反応 評価と配慮事項 

つ 

か 

む 

 

15 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※【事前課題】 

  前時で学んだ地震対策の４つの視点 

   ① 家具の地震対策 

   ② 寝る場所の安全確保 

   ③ 避難経路の確保 

   ④ 二次災害としての火災発生の防止 

  を踏まえ、１人１台端末で各家庭の現状を撮影する。 

 

・ 地震対策の４つの視点を振り返り、各家庭の現状を撮影した写真

(事前課題)を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解決方法を考えるという

見通しをもたせる。 

 

・思①（行動観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考 

え 

る 

 

15 

分 

 

 

 

・ 前時に学習した地震対策の４つの視点を基に、グループ内でそれぞれ

の家庭の現状を見て、解決方法や新たに学んだことなどをスライドに書

き込んでいく。（図形を挿入し、色をつけることによって、付箋のように見

立てる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 友達の写真についてのコメントは、例示して示す。 

 

  例 

 

 

 

〇思①（スライド） 

 

 

事前準備として、クラスルームに各班のスライドを作

り、書き込むことができる図形を挿入した。 

各自が撮ってきた各家庭の地震対

策の現状をスライドの背景にする。 

自分の住空間の課題を見つけ、解決方法を考えよう！ 

 

〇〇が危険だと思うから、△△するとよい。 

名前 

 



 

 

深 

め 

る 

10 

分 

・ 他の生徒の意見を参考にして、これからの自分の家の地震対策につい

て考える。レポートに自分の家に必要な対策について書く。 

・ 班ごとに発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇思②（レポート） 

〇主①（レポート） 

 

ま 

と 

め 

る 

 

５ 

分 

・ 振り返り 

  ポートフォリオに感想を記入する。 

 

わかったこと       もっと知りたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇主① 

（ポートフォリオ） 

 

７ 実践を振り返って 

本事例では、１人１台端末を活用して、学習したことをもとに一人一人の課題を設定し、その課題を解決す

るための実践を行った。１人１台端末で、各家庭の課題となる箇所の写真を撮り、写真に対策を書き込むこと

で主体的に取り組む様子が見られ、より分かりやすくレポートをまとめることができた。課題に対して友達から

アドバイスをもらうことにより、自分のできる範囲での実践を改めて考え、生徒自身で自己調整をしながら、

課題と向き合う様子が見られた。しかし、各家庭において実践の難しさがあったり、写真を撮ってくる際に１人

１台端末の起動がうまくいかなかったりするなど、実施する際の配慮や準備がさらに必要であることが分かっ

た。個別最適な学びを実現していくために、今後の研究に生かしていきたいと考える。 

 

 

スライドの写真は紙で印刷をし、レポートに 

貼り付けた。 

生徒の感想より、自分の身近な課題により目を向けて 

考えることができるようになったことが読み取れた。 

既習の知識以外でどのような対策方法があるのかに 

ついて興味をもった生徒が多くみられた。 



 

 

資料 完成したレポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習前後の比較と授業の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の感想 

 


